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神原汽船について

企業理念 社員の幸せのために事業の安定と発展を追求する

価値観 地域・社会と共に歩む

ビジョン 「SHIP」の新たな可能性をカタチにする。
Shipping with the Blue Earth

Sustainable 持続可能な社会の実現を海運から支える。
Harmonized 環境性能を追求し、経済性と環境保全の調和を目指す。
Integrative 多様な知を融合し、顧客価値を創出する。
Proactive 失敗を恐れず積極的に一歩を踏み出す。

国際海上輸送を通じて「地域の活性化と経済の発展」を目指して、
皆さまにとってなくてはならない存在であり続けます。
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日中定期コンテナサービス 沿革

・1994年 合弁で、日中定期コンテナ航路開設。

・2002年 日中定期コンテナ航路を単独配船開始。

・2003年 独資会社、神原汽船（中国）船務有限公司を上海に設立。

・2004年 ～天津・寧波・南京に事務所設立、大連・青島に分公司設立。

・2006年 上海神原国際貨運有限公司 設立。

・2008年 RCLと協調で東南アジア・インド・中東サービス網拡大。

・2013年 新造自社コンテナ船“Vega Sky”“Altair Sky”就航。 （第一世代 2隻）

・2015年 システム e-Service 開始。

・2016年 HASCOと協調で台湾サービス強化。

・2017年 新造自社コンテナ船“Scarlet Arrow”“Crystal Arrow”Oriental Arrow”就航(第二世代 3隻）

フィリピン、ベトナムサービスを改編。

・2022年 新造自社コンテナ船

“Sustainable Earth”

“Harmonized Earth”

“Integrative Earth”

“Proactive Earth” ” Regaining Earth” ”Blooming Earth(予定)”就航。 （第三世代 6隻）

新造船の名前の由来は新ビジョン「SHIP」の頭文字から策定
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大連
天津

青島

上海

福山

広島 水島

寧波 志布志

細島

日本・中国航路案内/瀬戸内航路
曜日 港名

火 天津

木 大連

金 青島

月 福山/水島

火 広島

水 細島/志布志

金 寧波

土 上海

寧波

上海

水島

天津 大連

青島

志布志

伊万里

広島
福山

瀬戸内・九州（寧波/上海） 曜日 港名

金 寧波

土 上海

月 伊万里

火 福山/水島

水 広島

木 志布志

火 天津

木 大連

金 青島

Feeder Service

● 上海 ⇔ 南通/張家港/揚州/南京/武漢/重慶

● 上海→福州→厦門→上海

※本船は左と同じFeeder Service

● 上海 ⇔ 南通/張家港/揚州/南京/武漢/重慶

● 上海→福州→厦門→上海

● 青島 ⇔ 連雲港

天津～水島 6日

大連～水島 4日

青島～水島 3日

水島～寧波 4日

水島～上海 5日

寧波～水島 4日

上海～水島 3日

水島～天津 7日

水島～大連 9日

水島～青島 10日

瀬戸内・九州（上海）

瀬戸内・九州（天津/大連/青島） 瀬戸内・九州（寧波/上海）

Scarlet Arrow 
Capacity:1020 TEU
Integrative Earth / REGAINING EARTH
Capacity: 1091TEU
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曜日 港名

火 上海

木 伊万里

金 福山/水島

土 広島

日 大分

火 上海

上海～水島 3日

水島～上海 4日

C

B

Ｃ

BA

A

瀬戸内・九州（天津/大連/青島）

Feeder Service

● 上海 ⇔ 南通/張家港/揚州/南京/武漢/重慶

● 上海→福州→厦門→上海

瀬戸内・九州（上海）

Vessel 
Muse / Speed: 14.00 Knot / Cap: 556 TEU

上海

伊万里

福山 水島
広島

大分



６

華北・上海・日本海・上海

2隻
2隻

大連

青島

小樽

上海

富山

新潟

Loop1

Vessel 
同上

上海・日本海・華北

大連

上海

金沢

新潟

Loop2

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

大連 青島 上海 富山 新潟 小樽 上海

Loop1（13日間） L2

月 火 水 木 金 土 日 月 火

上海 金沢 新潟 大連

Loop2（8日間） L1

Vessel  
● Sustainable Earth / Speed: 18.00 Knot / Cap: 1091 TEU
● Harmonized Earth   / Speed: 18.00 Knot / Cap: 1091 TEU
● Proactive Earth       / Speed: 18.00 Knot / Cap: 1091 TEU

日本・中国航路案内/日本海航路

Feeder Service

● 上海→福州→厦門→上海

● 上海 ⇔ 南通/張家港/揚州/南京/武漢/重慶

● 青島 ⇔ 連雲港/威海/煙台

● 上海→福州→厦門→上海

● 上海 ⇔ 南通/張家港/揚州/南京/武漢/重慶



輸送可能エリア
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『長江フィーダー』
重慶, 南京, 南通, 太倉,
武漢, 張家港, 長沙, 常州, 他

上海 T/S

『日本海・北海道』
新潟, 金沢, 富山, 
小樽

『瀬戸内海・九州』
福山, 水島, 広島,
伊万里, 大分, 細島,
志布志

主要の港のみ記載しておりますので、
詳細は弊社へお問合せください

：直行・フィーダーサービス
：RCL社と協調サービス
：他社と協調スペース利用

JIBEL ALI

BANDER ABBAS

MUNDRA

NHAVA SHEVA

PIPAVAV

COLOMBO

CHENNAI

VISAKHAPATNAM

YANGON

CHITTAGONG

SURABAYA

JAKARTA

BANGKOK

SINGAPORE

PORT 

KELANG

HOCHIMINH

HAIPHONG

香港
厦門

MANILA

CEBU

DAVAO

高雄

基隆

台中

煙台
青島

福州

大連天津

上海

寧波

http://www.rclgroup.com/


サポート体制
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天津事務所
天津市和平区南京路189号

津匯広場写字楼2109
TEL+86-22-8319-1426
FAX+86-22-8319-1428

神原汽船(中国)船務有限公司
青島分公司
青島市漳州二路19号
中環国際広場A座18階1802室
TEL+86-532-66776233
FAX+86-532-66776283

神原汽船(中国)船務有限公司

上海市九江路288号宏伊国際広場1801,

1805,1806号室
TEL+86-21-6330-5577

FAX+86-21-6330-4764

寧波事務所
寧波市海曙区鎮明路36号
中信銀行大厦1904室
TEL+86-574-2786-6605

FAX+86-574-2786-6636

東京支店
〒102-0082 東京都千代田区
1番町2-2 １番町第2TGビル 3階
TEL 03-3264-8805

FAX 03-3264-8808

厦門事務所
厦門市厦禾路820 帝豪大厦2404室
TEL+86-592-296-0821 

FAX+86-592-296-0825

南京事務所
南京市中山南路49号
商茂世紀広場17階 D3
TEL+86-25-8693-1798

FAX+86-25-8693-1797 阪神事務所
〒550-0004
大阪市西区靭本町１丁目5番15号
第二富士ビル7階
TEL 06-6443-1025

FAX 06-6443-1026

神原汽船(中国)船務有限公司
大連分公司
大連市中山区中山路136号
希望大厦21楼2105B-06A室
TEL+86-411-8800-8285
FAX+86-411-8800-8286

本社
〒720-0313

広島県福山市沼隈町常石1083

TEL          084-987-1500

FAX         084-987-2729

代理店
小 樽： ノーススタートランスポート
新 潟： リンコーコーポレーション
富 山： 伏木海陸運送
金 沢： 金沢港運
福 山： 神原ロジスティクス
水 島： 日本通運水島
広 島： マツダロジスティクス
伊万里： 奈雅井
大 分： 鶴崎海陸
細 島： 八興運輸
志布志： 山下回漕店



神原汽船の取り組み
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港と海を紡ぐ持続的物流の最適解になる。

2022年、新造船の自社コンテナ船 “Earthシリーズ”を6隻投入。
このEarthシリーズは、9年前の自社コンテナ船に比べCo2排出量が30%以上削減しており、
環境に優しい本船となっております。
これからは、どのような手段で輸送しているかが問われる時代になると考えます。

“Harmonized”
環境性能を向上させ、経済性と環境保全の調和を目指す。

三井E＆S造船商船事業と資本提携

バイオ燃料などデュアルエンジンの開発を進めております。
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